
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
第

21
回
総
会
は
、
２
０
１
９

年
２
月
11
日
（
月
・
祝
）

10
時
か
ら
国
労
大
阪
会
館

１
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

活
動
方
針
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
「
憲
法
改
悪
阻
止
！

戦
争
法
と
ア
ベ
（
働
き
方

改
革
法
）
阻
止
！
」
、

「
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
の
要

求
実
現
に
向
け
、
強
大
な

組
織
建
設
に
奮
闘
し
よ
う
！
」

を
掲
げ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・

幹
事
会
を
代
表
し
て
、
芦

崎
ト
ラ
ッ
ク
部
会
長
が
挨

拶
さ
れ
、
「
昨
年
12
月
に

貨
物
自
動
車
運
用
事
業
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
最

低
運
賃
制

度
が
時
限

立
法
で
成

立
さ
れ
ま

し
た
が
、

期
限
付
き

に
な
っ
て

い
る
。
こ

こ
を
今
後
、

ど
う
進
め

て
い
く
の
か
が
重
要
で
あ

り
、
若
者
か
ら
魅
力
あ
る

業
種
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
ま
た
、

改
正
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

「
２
０
１
９
年
春
闘
と
２

０
２
０
年
春
闘
は
、
ト
ラ
ッ

ク
労
働
者
の
労
働
条
件
改

善
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
」

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

力
強
い
発
言
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
続
い
て
、
鷹
巣

事
務
局
長
か
ら
運
動
方
針

と
し
て
「
大
阪
ト
ラ
ッ
ク

部
会
、
早
期
の
５
０
０
人

部
会
の
回
復
」
そ
し
て

「
１
，
０
０
０
人
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
を
目
指
す
」

方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
１
号
議
案：

２
０
１
８
年
度
一
般
経
過

報
告
、
運
動
方
針
案
～
第

４
号
議
案
の
次
期
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
新
役
員
の
す

べ
て
の
議
案
が
多
数
の
拍

手
に
よ
っ
て
確
定
し
ま
し

た
。
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会

第
21
回
定
期
総
会
全
体
の

参
加
者
は
役
員
７
名
、
代

議
員
14
名
、
傍
聴
者
２
名
、

合
計
23
名
の
参
加
者
で
し

た
。
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「次世代活動家育成」

第３回目「現代社会と社会変革」

＜日時＞２０１９年３月２３日（土）

１３時３０分～
＜場所＞国労大阪会館

＜講師＞勤労協 妹尾 知則 先生

「労働組合の原則と役割」
第１回目「労働組合の原則」

＜日時＞２０１９年４月１４日（日）
１０時～

＜場所＞国労大阪会館

＜講師＞勤労協 中田 進 先生

第２回目「労働組合と日常的な要求闘争」
＜日時＞２０１９年５月１２日（日）

１０時～

＜場所＞国労大阪会館＞

＜講師＞未定
第３回目「労働組合と労働立法・

制度的諸要求の闘争について」

＜日時＞２０１９年６月９日（日）
１０時～

＜場所＞国労大阪会館

＜講師＞未定

学習会のお知らせ

１
・
31
怒
り
の
労
働
者

総
行
動
は
、
大
阪
春
闘
会

議
と
大
阪
労
連
と
の
共
同

開
催
に
よ
っ
て
、
１
月
31

日
（
木
）
早
朝
～
終
日
行

動
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

早
朝
宣
伝
は
、
JR
天
王
寺

駅
と
な
ん
ば
・
一
栄
前
の

２
カ
所
に
分
か
れ
て
の
行

動
に
な
り
、
建
交
労
は
な

ん
ば
・
一
栄
前
に
集
結
し

ま
し
た
。
早
朝
で
の
宣
伝

行
動
参
加
者
は
府
本
部
役

員
４
名
、
関
西
支
部
４
名
、

大
阪
合
同
支
部
２
名
、
関

西
合
同
支
部
２
名
の
参
加

で
し
た
。
ま
た
、
早
朝
宣

伝
で
荻
田
書
記
長
が
弁
士

と
し
て
発
言
「
建
設
・
運

輸
業
は
危
険
を
伴
う
職
種

で
あ
る
事
に
加
え
て
、
長

時
間
労
働
の
た
め
人
手
不

足
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
若
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
年
配
者

の
割
合
が
年
々
上
げ
っ
て
い
る
業

種
で
あ
る
。
」
と
い
う
深
刻
な
状

況
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
早

朝
２
カ
所
で
の
全
体
参
加
者
は
60

人
。
そ
の
後
、
国
労
大
阪
会
館
大

会
議
室
に
戻
り
意
思
統
一
を
図
り

要
請
隊
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
隊
、
宣

伝
カ
ー
隊
の
３
手
に
分
か
れ
て
の

行
動
と
な
り
ま
し
た
。

要
請
隊
は
、
関
西
経
済
同
友
会
、

大
阪
中
小
企
業
家
同
友
会
、
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
大
阪
労
働
局
、

大
阪
府
商
工
労
働
部
、
午
後
か
ら

関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
７
カ
所
を
班
ご
と
に
分
か

れ
て
回
り
ま
し
た
。
残
り
の
人
た

ち
は
、
大
阪
市
に
カ
ジ
ノ
誘
致
及

び
大
阪
住
民
投
票
を
行
わ
な
い
よ

う
求
め
る
請
願
書
を
提
出
し
た
後
、

大
阪
市
役
所
前
～
西
梅
田
公
園
ま

で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
全
体
の

参
加
者
は
１
５
０
人
で
し
た
。

２０１９春闘勝利！１・３１怒りの労働者総行動

安
倍
９
条
改
憲
No
！

８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
職
場
と
社
会
へ

第
23
回
府

本

部

委

員

会

は

、

２

０

１

９

年

２
月
10

日

（
日

）
13

時

か

ら

国

労
大
阪
会
館
大
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
府

本
部
執
行
役
員
を
代
表
し

て
前
村
執
行
委
員
長
は

「
２
０
１
９
年
春
闘
を
勝

利
さ
せ
る
た
め
に
、
営
利

優
先
・
利
益
第
一
主
義
に

よ
る
財
界
・
大
企
業
の
横

暴
と
の
闘
い
で
あ
り
、
社

会
的
責
任
を
求
め
る
闘
い

で
あ
る
。
」
ま
た
、
「
誰

も
が
８
時
間
働
け
ば
普
通

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

し
よ
う
」
、
「
そ
の
為
に
、
４
月

に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
・
７

月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
、
遅

く
て
も
10
月
に
は
大
阪
府
知
事
・

大
阪
市
長
選
挙
の
ダ
ブ
ル
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
一
致
す
る
要

求
に
基
づ
く
政
党
と
の
協
力
共
同

の
立
場
で
、
安
倍
自
公
政
権
打
倒
、

維
新
政
治
打
破
の
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
荻
田
書
記
長
か
ら
春

闘
方
針
案
「
19
春
闘
で
は
大
幅
な

賃
金
引
き
上
げ
、
憲
法
改
悪
阻
止

３
，
０
０
０
万
人
署
名
へ
の
取
り

組
み
と
宣
伝
行
動
、
10
％
へ
の
消

費
税
増
税
反
対
、
辺
野
古
基
地
建

設
反
対
等
」
、
前
村
財
政
部
長
か

ら
第
３
号
議
案
（
補
正
予
算
案
）

提
起
さ
れ
満
場
一
致
の
賛
成
で
確

認
・
決
定
し
ま
し
た
。
第
２
号
議

案
（
中
間
決
算
報
告
）
、
第
４
号

議
案
（
第
21
回
府
本
部
定
期
大
会
・

代
議
員
数
の
基
準
案
と
選
挙
管
理

委
員
の
補
充
案
）
は
多
数
の
拍
手

で
確
認
・
決
定
し
ま
し
た
。
討
論

で
は
、
19
春
闘
の
闘
い
と
支
部
と

し
て
の
取
り
組
み
、
権
利
侵
害
の

訴
え
等
、
活
発
な
討
論
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
全
体
で
38
名

で
し
た
。

建
交
労
大
阪
府
本
部

大阪府本部第２３回委員会

荻田書記長

大阪労連菅議長

前村執行委員長

芦崎部会長 鷹巣事務局長

部会長 植西 茂 （関西合同支部）
副部会長 菅原 孝二 （此花支部）

鷹巣 準 （大阪合同支部）
事務局長 芦崎 光夫 （関西支部）
幹事 南場 英之 （関西支部）

東 徹司 （関西支部）
宮川 大輔 （大阪合同支部）
米田 順一 （大阪合同支部）
前川 良彰 （関西合同支部）
十川 孝文 （関西合同支部）

会計監査 梅林 宏 （関西合同支部）
北山 浩 （此花支部）

２０１９年トラック部会 新役員

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
第
21
回
総
会
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西
日
本
鉄
道
本
部
は
2
月
13
日
11
時
か
ら
天

王
寺
電
車
区
、
天
王
寺
車
掌
区
前
、
天
王
寺
駅

東
口
で

春
闘
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
宣
伝

で
は
JR
西
日
本
の
人
減
ら
し
合
理
化
、
格
差
賃

金
な
ど
の
施
策
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
大
企

業
の
横
暴
、
消
費
税
増
税
の
阻
止
や
生
活
を
守

る
為
、
統
一
地
方
選
挙
と
結
合
し
て
春
闘
を
闘

お
う
と
訴
え
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
行

動
に
は
大
阪
鉄
道
地
本
か
ら
5
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

西
日
本
鉄
道
本
部
新
春
宣
伝
行
動

大
阪
府
本
部
は
、

春
闘
で
の
組
織

拡
大
目
標
と
し

て
50
名
を
掲
げ
、

そ
の
内
、
新
規

加
入
組
合
員
の

目
標
20

名
を
め

ざ
し
、
２
月
16

日
（
土
）
13

時

か
ら
JR

天
満
駅

に
お
い
て
宣
伝

行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
弁

士
と
し
て
、
府

本
部
山
本
副
委

員
長
と
荻
田
書

記
長
が
マ
イ
ク

を

に

ぎ

り

、

「
働
き
方
改
革

は
過
労
死
ラ
イ

ン
ま
で
容
認
す

る
も
の
で
あ
る
。
」

と

指

摘

し

、

「
こ
の
よ
う
な

悪
法
を
阻
止
す

る
た
め
に
は
、

労
働
者
が
労
働

組
合
に
加
入
し
、

団
結
し
た
力
に

よ
っ
て
政
治
の

し
く
み
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
ま
た
、

春
闘
に
つ
い
て

は
、
「
労
働
者

の
実
質
賃
金
が

下
が
り
続
け
、

物
価
も
上
が
っ

て
い
る
中
、
大

幅
な
賃
上
げ
の

実
現
が
必
要
で

あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
安

倍
自
公
政
権
は
、

消
費
税
を
10

％

に
引
き
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
人

間
ら
し
い
暮
ら

し
が
出
来
な
い
」

と
訴
え
か
け
、

労
働
組
合
へ
の

加
入
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
全

体
で
５
名
、
内

府
本
部
役
員
４

名
、
此
花
支
部

１
名
の
参
加
で

し
た
。

大阪府本部組織拡大宣伝行動

大
阪
府
本
部
は
、
次
世
代
活
動
家
を

育
成
す
る
た
め
、
幹
部
候
補
生
を
対
象

に
、
２
月
23
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら

国
労
大
阪
会
館
第
２
小
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

第
２
回
目
と
な
る
学
習
会
は
、
「
資

本
主
義
社
会
経
済
の
し
く
み
」
を
テ
ー

マ
に
、
関
西
勤
労
協：

楠
田
マ
ミ
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
前
村
執
行
委

員
長
は
「
府
本
部
の
次
世
代
を
担
う
活

動
家
を
作
っ
て
い
く
事
は
、
緊
急
の
課

題
で
あ
る
。
こ
の
学
習
会
を
通
じ
て
、

何
故
労
働
者
が
働
い
て
も
生
活
が
楽
に

な
ら
な
い
の
か
。
そ
う
言
っ
た
事
が
今

日
の
テ
ー
マ
で
詳
し
く
解
る
と
思
う
の

で
、
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
頂
き
た
い
。
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

学
習
会
内
容
は
「
１
、
資
本
主
義
経

済
の
特
徴
や
賃
金
と
は
何
か
、
会
社
の

も
う
け
は
ど
う
し
て
作
ら
れ
る
の
か
、

賃
金
は
労
働
力
の
価
値
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
」
な
ど
８
本
を
柱
と
し
た
学
習
内

容
で
し
た
。
学
習
会
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
日
の
学
習
会
を
通
じ
て
、
賃
金
と

は
何
か
、
何
故
、
労
働
者
は
働
い
て
も

生
活
が
楽
に
な
ら
な
い
の
か
。
良
く
分

か
り
勉
強
に
な
っ
た
。
」
と
い
う
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
大
阪
合

同
支
部
２
名
、
関
西
支
部
２
名
、
関
西

ダ
ン
プ
支
部
１
名
、
此
花
支
部
１
名
、

全
体
で
６
名
の
参
加
者
で
し
た
。

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
運
輸

業
界
の
現
状
と
労
働
条
件
改
善
を

め
ざ
す
た
め
の
運
動
と
し
て
、
２

月
25
日
（
月
）
10
時
～
14
時
ま
で

の
間
、
近
畿
運
輸
局
と
大
阪
労
働

局
に
要
請
に
い
き
ま
し
た
。
こ
の

要
請
行
動
は
３
月
７
日
の
中
央
行

動
に
合
わ
せ
て
、
同
じ
要
請
内
容

を
地
方
局
か
ら
の
声
を
各
省
庁
に

す
く
い
上
げ
る
た
め
、
取
り
組
み

ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
近
畿
運
輸
局
に

要
請
に
行
き
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部

会
長
は
、
「
運
輸
業
界
の
現
状
は

長
時
間
労
働
に
加
え
、
低
賃
金
で

あ
る
た
め
、
若
者
か
ら
も
敬
遠
さ

れ
る
業
種
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
を
解
決
し
な
い
と
益
々
、
高

齢
者
ば
か
り
が
残
る
事
に
な
り
、

人
手
不
足
に
な
る
。
」
と
い
う
切

実
な
現
状
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
芦
崎
事
務
局

長
は
「
現
在
も
長
時
間
労
働
が
続

い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
、
ま
た
、
不

規
則
労
働
に
な
っ
て
い
る
の
で
健

康
管
理
が
中
々
出
来
な
い
」
と
い

う
運
輸
業
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

改
善
を
再
度
要
請
し
ま
し
た
。

午
後
13
時
か
ら
は
大
阪
労
働
局

に
要
請
に
行
き
、
鷹
巣
副
部
会
長

か
ら
「
歩
合
給
制
で
働
い
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
走
っ
て
い
る
時

は
賃
金
が
付
く
け
ど
も
待
機
し
て

い
る
時
は
賃
金
が
発
生
し
て
い
な

い
の
が
実
態
で
す
。
大
阪
労
働
局

は
、
歩
合
給
で
あ
っ
て
も
総
労
働

時
間
で
最
低
賃
金
が
割
っ
て
い
な

け
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
阪
労
働
局
か
ら
の
回
答
は
「
総

労
働
時
間
で
最
低
賃
金
を
割
っ
て

い
な
い
の
か
を
見
る
の
で
、
待
機

時
間
中
の
賃
金
が
発
生
し
て
い
な

い
と
い
う
見
方
を
し
ま
せ
ん
。
」

と
い
う
回
答
で
し
た
。
感
想
と
し

て
は
、
法
律
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、

運
輸
業
で
働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
は
最

低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
で
働
く
事
に
な

り
、
長
時
間
労
働
し
な
い
と
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
が
出
来
な
い
事
と

な
り
、
今
後
も
粘
り
強
く
要
請
を

続
け
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
植
西
部
会
長
、
鷹

巣
副
部
会
長
、
菅
原
副
部
会
長
、

芦
崎
事
務
局
長
と
府
本
部
か
ら
荻

田
書
記
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
活
動
家
育
成
講
座

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会

地
方
局
要
請
行
動

植西トラック新部会長

大
阪
労
連
主
催
で
「
仲
間
づ

く
り
ス
タ
ー
ト
宣
伝
」
が
３
月

１
日
（
金
）
大
阪
市
役
所
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
仲
間
づ
く

り
ス
タ
ー
ト
宣
伝
」
は
、
多
く

の
労
働
者
を
労
働
組
合
に
む
か

え
労
働
条
件
の
改
善
と
労
働
者

が
主
体
と
な
る
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
す
事
を
目
的
に
宣
伝
行
動

を
取
り
組
み
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
大
阪
労

連
・
菅
議
長
は
「
19
春
闘
が
始

ま
り
、
我
々
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
を
変
え
る
た
た
か
い

と
同
時
に
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
と
維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
大
阪
府

知
事
・
大
阪
市
長
と
春
の
統
一

地
方
選
挙
、
７
月
に
行
わ
れ
る

参
議
院
選
挙
で
す
。
８
時
間
普

通
に
働
け
ば
人
間
ら
し
く
生
き

る
事
が
出
来
る
世
の
中
に
し
て

い
く
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
が
労
働
組
合
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
、
社
会
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

組
織
の
代
表
者
が
弁
士
と
し
て

マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、
建
交
労
を

代
表
し
て
荻
田
書
記
長
は
、

「
建
設
・
運
輸
業
は
危
険
を
伴

う
職
種
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

長
時
間
労
働
が
蔓
延
し
て

い
る
た
め
、
人
手
不
足
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

若
者
か
ら
も
敬
遠
さ
れ
年
配
者

の
割
合
が
年
々
ふ
え
て
い
る
業

種
に
な
っ
て
い
る
。
運
輸
で
働

く
人
に
つ
い
て
も
８
時
間
働
け

ば
人
間
ら
し
く
生
き
る
事
が
出

来
る
労
働
条
件
の
確
立
を
め
ざ

し
、
一
人
で
も
多
く
の
労
働
者

が
労
働
組
合
に
加
入
し
団
結
し

た
力
に
よ
っ
て
力
関
係
を
変
え

て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
。
」

ま
た
、
「
現
在
、
大
阪
府
の
最

低
賃
金
は
９
３
６
円
、
８
時
間

労
働
で
１
ヶ
月
22
日
働
い
た
と

し
て
も
月
額
賃
金
は
16
万
４
，

７
３
６
円
に
し
か
な
ら
な
い
事

か
ら
、
や
む
を
得
ず
長
時
間
労

働
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
夫

婦
共
働
き
し
な
い
と
ま
と
も
な

生
活
が
維
持
出
来
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供

を
産
ん
だ
と
し
て
も
共
働
き
し

て
い
る
家
庭
が
多
い
状
況
で
、

子
供
を
預
け
る
保
育
所
や
幼
稚

園
す
ら
、
ま
と
も
に
確
保
出
来

て
い
な
い
状
況
の
中
、
ど
う
し

て
少
子
高
齢
社
会
を
解
消
出
来

る
の
か
。
こ
ん
な
自
民
・
公
明

与
党
政
権
を
早
く
終
わ
ら
せ
、

労
働
者
が
主
人
公
に
な
れ
る
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
一

人
で
も
多
く
の
労
働
社
が
労
働

組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

力
関
係
を
変
え
、
政
治
を
変

え
て
い
く
組
織
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
」
と
い
う
決
意

を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

仲
間
作
り
ス
タ
ー
ト
宣
伝
行
動

労
働
組
合
に
入
っ
て
、

働
く
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
よ
う
！




